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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース 

 

 
 

第23期（決算日：2019年７月31日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオー

プン Ａコース」は、去る７月31日に第23期の決算を

行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上

げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2021年７月30日まで（1996年８月１日設定） 

運用方針 

マザーファンドを通じて、ＮＡＳＤＡＱ市場
に登録されている株式に投資し、キャピタル
ゲインの積極的な獲得をめざします。組入銘
柄につきましては、ボトムアップ・アプロー
チを基本として、個別銘柄のファンダメンタ
ルを重視した銘柄選定を行います。実質組入
外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行い為替変動リスクの低減を図ります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド受
益証券を主要投資対象とします。
このほか、当ファンドで直接投資
することがあります。 

マ ザ ー
ファンド 

ＮＡＳＤＡＱ登録株式を主要投
資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＮＡＳＤＡＱ総合指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円ヘッジベース） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

19期(2015年７月31日) 6,114 0 6.5 178.10 14.4 95.7 － 2,550 

20期(2016年８月１日) 5,862 0 △ 4.1 177.66 △ 0.2 88.1 － 1,821 

21期(2017年７月31日) 6,992 0 19.3 216.12 21.7 93.9 － 1,872 

22期(2018年７月31日) 8,430 0 20.6 253.22 17.2 93.6 － 2,316 

23期(2019年７月31日) 9,018 0 7.0 266.79 5.4 93.1 － 2,475 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＮＡＳＤＡＱ総合指数とは、ＮＡＳＤＡＱ上場全銘柄の時価総額加重平均により算出され、1971年２月５日を基準値100としています。

ＮＡＳＤＡＱ総合指数（円ヘッジベース）は、ＮＡＳＤＡＱ総合指数をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｎ Ａ Ｓ Ｄ Ａ Ｑ 総 合 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （円ヘッジベース） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年７月31日 8,430 － 253.22 － 93.6 － 

８月末 8,961 6.3 267.89 5.8 94.6 － 

９月末 8,948 6.1 265.81 5.0 97.3 － 

10月末 7,985 △ 5.3 236.13 △ 6.7 96.4 － 

11月末 8,060 △ 4.4 239.29 △ 5.5 95.0 － 

12月末 7,330 △13.0 215.85 △14.8 96.0 － 

2019年１月末 7,890 △ 6.4 235.00 △ 7.2 94.3 － 

２月末 8,241 △ 2.2 246.62 △ 2.6 95.3 － 

３月末 8,416 △ 0.2 249.77 △ 1.4 96.9 － 

４月末 8,936 6.0 263.82 4.2 94.6 － 

５月末 8,373 △ 0.7 245.22 △ 3.2 94.6 － 

６月末 8,737 3.6 257.59 1.7 92.2 － 

(期  末)       

2019年７月31日 9,018 7.0 266.79 5.4 93.1 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

運用経過
第23期：2018年８月１日～2019年７月31日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 3 期 首 8,430円
第 2 3 期 末 9,018円
既払分配金 0円
騰 落 率 7.0％

（円） （百万円）
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ7.0％の上昇となりました。
基準価額の動き

ＮＡＳＤＡＱ株式市況全体の上昇や組入銘柄（MICROSOFT
CORPなど）の値上がりが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

第23期：2018年８月１日～2019年７月31日

投資環境について

  ＮＡＳＤＡＱ株式市況
ＮＡＳＤＡＱ株式市況は上昇しました。
好調な企業業績などを背景に、期首以降、
2018年10月初旬に至るまで、市況は高
値圏にて推移しました。その後は米中関
係悪化への懸念が台頭、加えて世界的な
景気後退が意識されることとなり、市況

は12月にかけ大きく調整する展開となり
ました。2019年の年明け以降は、米連邦
準備制度理事会（ＦＲＢ）が利上げに対
して慎重な姿勢を示したこと、更には金
融緩和へ方向転換したことなどを好感し、
市況は上昇基調にて期を終えました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン 
Ａコース
当ファンドは、ＮＡＳＤＡＱマザーファ
ンド受益証券を通じて、ＮＡＳＤＡＱ登
録株式（ＲＥＩＴ（不動産投資信託証
券）含む）に投資しました。また、為替
ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を
図る運用を行いました。

  ＮＡＳＤＡＱマザーファンド
ＮＡＳＤＡＱ登録株式を主要投資対象と
し、値上がり益の獲得をめざして運用を
行いました。インターネット、医療機器、
消費などの成長産業に注目し、特に有望
と思われる企業に選別投資を行いました。
銘柄選定にあたっては、キャッシュフ

ロー面等からの割安感にも着目しました。
銘柄数は、期首時点においては、37銘柄
としていました。
当期においては、各業種において個別企
業調査を進める中、組入銘柄数を拡大し、
期末時点の組入銘柄は、63銘柄としまし
た。
データセンター関連投資の目先の弱含み
懸念から「NVIDIA CORP」の売却を行
う一方で、不動産関連情報の提供におい
て強みを持つ「COSTAR GROUP INC」、
セキュリティ関連製品の売上が伸びてい
る「OKTA INC」、更には人気の高い
ゲーム・タイトルを持つ「TAKE - TWO 
INTERACTIVE SOFTWARE」などを組
み入れました。

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＮＡＳＤＡＱ総合指数（円ヘッジベース）で
す。

（％）

2018/７/31 ～ 2019/７/31
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第23期
2018年８月１日～2019年７月31日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,670

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン 
Ａコース
ＮＡＳＤＡＱマザーファンド受益証券を
高位に組み入れる方針です。
実質組入外貨建資産については原則とし
て為替ヘッジを行い、為替変動リスクの
低減に努めます。

  ＮＡＳＤＡＱマザーファンド
インターネットや医療機器などの分野に
おける企業の成長力の高さに注目してい
ます。スマートフォンやタブレット・パ
ソコンの普及によりインターネット関連
企業は恩恵を受けます。オンライン商取
引を行う企業は高成長を遂げています。

また画期的な技術開発により新しい市場
を開拓することで、収益拡大余地が大き
いと思われる医療機器関連企業にも注目
しています。銘柄選定にあたっては、割
安感などにも着目しつつ、成長力のある
銘柄に投資することに注力する方針です。
米中貿易摩擦を巡っては依然として不透
明感が漂い、世界経済の先行きへの不安
は払拭されるに至っていませんが、米国
の景気と企業業績については顕著な落ち
込みはみられず、堅調な個人消費に支え
られ、巡航速度の成長を遂げていると思
われます。また主要国の中央銀行が総じ
て金融緩和的な姿勢を強めていることは
市況の下支え要因になるとみています。

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

2018年８月１日～2019年７月31日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 138 1.638 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 65) (0.776) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 63) (0.754) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  9) (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 23 0.273 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 23) (0.271)
( 投資信託証券 ) (  0) (0.002)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.001 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  0) (0.001)
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000)

(ｄ)そ の 他 費 用 2 0.019 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  1) (0.014) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.002) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 163 1.931

期中の平均基準価額は、8,403円です。

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.66％です。

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.02％

運用管理費用（販売会社）
0.75％

運用管理費用（投信会社）
0.78％総経費率

1.66％

三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

○売買及び取引の状況 (2018年８月１日～2019年７月31日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 320,911 1,254,000 326,937 1,237,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年８月１日～2019年７月31日) 

 

項 目 
当 期 

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 21,168,785千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,867,036千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.14   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年８月１日～2019年７月31日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 38,906 8,231 21.2 38,995 8,333 21.4 

 
 
 

＜ＮＡＳＤＡＱマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 12,201 100 0.8 8,966 147 1.6 

為替直物取引 5,065 1,182 23.3 1,686 642 38.1 

平均保有割合 24.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 6,993千円 
うち利害関係人への支払額（B） 74千円 

（B）／（A） 1.1％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年７月31日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 595,172 589,145 2,453,908 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年７月31日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＮＡＳＤＡＱマザーファンド 2,453,908 95.9 

コール・ローン等、その他 103,839 4.1 

投資信託財産総額 2,557,747 100.0 
 

（注） ＮＡＳＤＡＱマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（11,413,533千円）の投資信託財産総額（11,530,077千円）に対す

る比率は99.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝108.64円    

 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープン Ａコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年７月31日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,931,083,640   

 コール・ローン等 103,838,478   

 ＮＡＳＤＡＱマザーファンド(評価額) 2,453,908,744   

 未収入金 2,373,336,418   

(B) 負債 2,455,914,908   

 未払金 2,404,877,150   

 未払解約金 31,525,735   

 未払信託報酬 19,471,994   

 未払利息 209   

 その他未払費用 39,820   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,475,168,732   

 元本 2,744,613,576   

 次期繰越損益金 △  269,444,844   

(D) 受益権総口数 2,744,613,576口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,018円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,748,130,727円 

期中追加設定元本額 1,713,070,720円 

期中一部解約元本額 1,716,587,871円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9018円です。 

 

○損益の状況 (2018年８月１日～2019年７月31日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       25,198   

 受取利息 58   

 支払利息 △       25,256   

(B) 有価証券売買損益 172,000,887   

 売買益 479,939,280   

 売買損 △  307,938,393   

(C) 信託報酬等 △   42,009,871   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 129,965,818   

(E) 前期繰越損益金 347,878,239   

(F) 追加信託差損益金 △  747,288,901   

 (配当等相当額) (    528,430,495)  

 (売買損益相当額) (△1,275,719,396)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  269,444,844   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  269,444,844   

 追加信託差損益金 △  747,288,901   

 (配当等相当額) (    529,600,785)  

 (売買損益相当額) (△1,276,889,686)  

 分配準備積立金 477,844,057   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は269,444,844円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2018年８月１日～ 
2019年７月31日 

費用控除後の配当等収益額 16,562,804円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 113,403,014円 

収益調整金額 529,600,785円 

分配準備積立金額 347,878,239円 

当ファンドの分配対象収益額 1,007,444,842円 

１万口当たり収益分配対象額 3,670円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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